
Ⅰ．はじめに

今回の視察調査は，英国における子どもの保育環境と社会的養護の子どもの支援機関であるフォスタ
リング機関となっている。まず，英国は子どもの権利を保障するような仕組みが作られており，日本が
これから取り入れるべき所は多岐に渡ると思われる。そして，保育環境については，日本は待機児童問
題や保育士不足問題など乳幼児期の専門職者に関する課題が多く山積している。フォスタリング機関に
ついては，近年になり子どもの家庭での養育を目指す方針が示され，その方針に向けた機関整備や対応
が求められるようになってきた。従来，日本の社会的養護の子ども達の処遇は，施設養護中心であり，
住み慣れた地域での生活から離れることが多かった。その方法ではない形態で対応してきたのが英国で
ある。基本的に地域において家庭環境の下で養育をすることが前提で進められてきたため，学ぶべきも
のが多くある。今回は，この⚒つの部分について視察した内容からわかったことについて報告をする。
⚒つ目のフォスタリング機関について，具体的な説明を付け加えておきたい。この機関は，里親養育

を推進するための包括的な里親支援機関のことである。日本では 2016 年の改正児童福祉法において，
子どもを家庭で養育するという理念が明確となり，2017 年⚘月に厚生労働省から発表された⼦新しい社
会的養育ビジョン⼧では，2020 年度までにすべての都道府県で整備することを目標とされるようになっ
た。そのフォスタリング機関の業務は，主に里親に関する業務となっている。具体的には里親のリク
ルート及びアセスメント，里親登録前後及び委託後における里親に対する研修，子どもと里親家庭のマッ
チング，子どもの里親委託中における里親養育への支援，里親委託措置解除後における支援に至るまで
の一連の業務の包括的な実施となる。また 2018 年には，厚生労働省からフォスタリング機関のガイド
ラインが作成されている。
英国では，⚙割の子ども達が里親家庭で養育されている現状にあり，それよりも高度な養育や体制を

必要とする⚑割程度の子どもに対しては施設による養育を展開している。いろいろなケースがあるた
め，次に説明することが全てではないが，要するに子どもの養育に心配や疑いがある場合，調査を進め
ながらも，実親の養育を中心に考えながら，専門職らが支援または介入する。それでも状況が改善せず
厳しい状況であれば家庭から引き離すという選択肢を選ぶということになる。

Ⅱ．視察および研究目的

子どもの権利の保障を明確にしている英国の乳幼児期の子どもを支える保育所(視察①)と社会的養護
の子どもの支援をするフォスタリング機関(視察②)の視察を通して，日本のこれからの展望と課題を検
討することを目的とする。
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Ⅲ．視察期間

2019 年 12 月⚙日～12 月 12 日の内，それぞれ⚑日ずつ訪問する。

Ⅳ．視察①

〈視察機関〉
ナーサリー(NURSERY)は，ロンドンブレンド自治区(人口 33 万人)にある。児童数は 80 名前後，職

員数は 20 名前後であった。建物の半地下から⚑階にあり，園庭がついており，遊具も置かれていた。室
内は，年齢ごとのスペースに分けられていた。
〈インタビュー協力者〉
NURSERYに勤務する日本人保育士。日本の大学で資格取得後，渡英し勤務している女性。

〈保育所での子どもの発達評価〉
英国の保育所では，EYFS(Early Years Foundation Stage)という評価基準を活用し，子どもの発達に

関する評価を行い，保護者にフィードバックしている。この基準は，国から出されている統一された基
準であり，国内の保育所は全てこの基準に沿って子どもを評価することになっている。主な内容は，子
どもの発達段階に応じてどのような行動をするのかをチェックできるようになっている。この EYFS
によって標準的な発達段階を達成していないと評価された子どもは，保護者に対して，接し方の助言等
も行っているとのこと。
〈保育所を評価する機関〉
英国の評価機関であたる⼦Ofsted(Office for Standards in Education)⼧が，抜き打ちで保育所のチェッ

クを行い，市民に対して公表している。評価項目は統一されており，保育所に限らず，国内の教育機関
が評価の対象となっている。
〈保育士の待遇と人員不足について〉
英国での保育士の待遇は，低いとのこと。給与待遇は，低く平均年収は日本円に換算すると 19 万位と

のこと。週 40 時間の勤務で常勤と非常勤などあるが，月に約 1,200 ポンド受け取る。ロンドンでも年
間で約 30,000 ポンド前後が大体の相場となっている。また，日系幼稚園では週⚖勤務で月 1,680 ポン
ド。寮を使うとなれば，700 ポンド位の相場で，差し引くと手元に 900 ポンドが残るとのこと。採用は，
日本で希望者を募って連れてくるような形が多くあるとのこと。
英国でも保育士の人員は不足している状況にあり，また，他職種に比べると待遇は良くない方とのこ

と。保育士の資格は，childcare となり，レベル⚒と⚓になっている。大学卒レベルがレベル⚖，大学院
卒業レベルがレベル⚘位とのこと。レベル⚒が⚑年コース，レベル⚓が⚒年コースとなり，childcare の
職業としては，レベル⚓でリーダーや SVになるとのこと。大体であるが，レベル⚒は日本でみると高
卒程度に当たるのではないかとのこと。
そのため，離職率についても高く，激しい状況になっている。離職する理由としては人間関係などが

挙げられている。給与などはマネージャーが考えて対応している。園内での業務としてクリーナー(園
内を掃除してくれる人)を雇うようになってきたが，子どもに関する書類や記録などは全て保育士が行っ
ているため，業務は多くあるとのこと。
〈保育士の配置と利用する形態〉
保育士は，子どもの日々の様子を記録するなどして学期の終わりにはそれを保護者に渡し，共有を図っ
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ている。また，キーパーソンという担任を決めるようになっている。概ね⚑クラスには 30 人おり，⚐
歳～⚑歳では子ども⚓人につき⚑人の先生，⚒～⚓歳では⚔人につき⚑人，⚓～⚔歳では，⚘人につき
⚑人となっている。プリスクールは，⚕歳から始まることになっている。
英国には本来，幼稚園というものはないとのこと。本来は，⚓歳未満はナーサリーで⚓歳以上はプリ

スクールになる。ナーサリーとプリスクールも合わせてやっている所がある。プリスクールとしては，
小学校附属というような所へ行くなどしている。そこへ通うための要件は，無料の時間がどの程度にな
るかということ位である(無料の時間とは，親の就労形態，収入などに応じて，保育を利用できる時間数
のことである)。具体的な詳細まではわからないとのことだが，親がお金を出して通いたい所を決め，順
番が来たら入れることになる。順番というのは，行政に申請をすると通える時間が決まり，申請すると
いう流れになる。基本的に英国では 13 歳位までは親が送り迎えを絶対にすることになっており，親で
ない場合は，親戚などが代わりにすることになっている。

視察①から得られたものと課題
英国では子どもの発達評価や保育所への評価に関して，統一された明確な基準があるため，どのよう

な発達段階を目指すべきなのか，保育所としてはどのような質を保障すればよいのかがはっきりしてい
る。一方で，個別支援や家族支援といった場合に，家庭環境等に踏み込むことはあまり想定されておら
ず，子どもの発達状態に対する助言等が中心となっている印象的であった。日本であれば家庭環境等に
問題がある児童については，関係機関として保育園が見守りを行う場合もあるが，英国での保育所の役
割は⼦子どもを預かる⼧という部分に集約され，見守り機関としては別の組織が担っているシステムに
なっている。心配や不安のある家庭への介入は，SW(ソーシャルワーカー)が対応することになる。
評価という部分では，日本でも第三者評価などが展開されつつも未だ浸透していない部分も多いが，

英国の場合は必須となっており，評価基準に則って子どもへの対応をしている。
また，保育士の待遇の低さが指摘されていた。資格取得のための学歴という形があり，養成プログラ

ムによってどのように働くかによって評価されたり，取得に向けた修学のシステムも見受けられた。日
本では馴染みにくいものかもしれないが，一定程度専門職者としての責任と役割を明確にしている考え
方からなのかもしれない。ただ，子どもの安全を守る体系を作っている英国において，保育職の低さや
待遇の悪さがあるという部分が気になる所である。しかし今回の視察では，十分な情報を得ることが難
しかった。
一方で先ほども記載した評価基準というものがあるため，それから外れないようにするという一定の

質の担保に繋がっていると考えられる。しかし，離職者が多いことや担い手の不足ということは日本も
英国も同じ課題を有している。ただ，保育所の役割については，英国での考え方と日本での考え方に違
いがあることがわかった。それでも業務量の多さなどがあるということは，類似しており幼児教育や保
育における業務内容等について把握することで，保育士業務と待遇を考える上で参考になるかもしれな
い。

Ⅴ．視察②

〈視察機関〉
英国フォスタリング機関：REGIONAL FOSTERING SERVICES(RFS)

108 英国における保育所とフォスタリング機関の視察から得た展望と課題 今西良輔 109



〈インタビュー協力者〉
ソーシャルワーカー兼管理責任者⚑名，運営管理者⚑名の⚒名に実施した。管理責任者は，17 年間

ソーシャルワーカーとして民間養育機関に従事した経験を有する男性である。これまで英国のOfsted，
HCPC，BASWの専門家を経験している。運営管理者は，ソーシャルケアに 15 年以上携わってきた経
験者である。子どものデータベースを作成し，専門家を管理する業務を担う女性である。
〈機関の特徴〉
社会的養護の子ども達に関する情報とその子どもに関わる専門職者，関わったことのある者を含めた

情報がデータベース化されており，里親と里子を包括的にサポートする体制を作っている。また，幅広
いソーシャルワーク資格を持つ専門家のチームが率いている。
〈運営に至るまで〉
この英国のフォスタリング機関を運営する前に取り始めたことは，子どもに関する情報を集めたソフ

トウェアを作成したとのこと。なぜそのようなことをしたのかというと，基礎的な情報や土台がないと
里親をリクルートすることすらできないからと語っている。そのソフトウェアを⚕年ほど年月を費やし
完成させている。機関として子どもの状態を把握し，サポートするための評価も実施できるように調査
票も作っている。ただ，これは英国でこれまで成立してきた法律に基づき作成してきているとのこと。
また，里親になることがビジネスモデルになるように考え，その人材確保と質の担保が出来るように

研修やリクルートを展開してきた。そして，里親と子どもそれぞれの専門を分けてサポートできるよう
に考えて取り組んできている。さらには，複数のフォスタリング機関があることから，こちらのフォス
タリング機関に所属している里親が別の機関に移る際にもコーディネートする業務を行っていた。
〈英国フォスタリング機関の活動内容〉
里親と里子へのサポート，里親のトレーニング，里親の確保や啓発などの活動をしている。里親にな

るためにはトレーナーからの養成研修を受け，すでに里親となった者との情報交換という集いを作って
いる。eラーニングなどを活用して，それぞれの里親に合った時間・時期に受けられるようにしている。
30 を越えるトレーニング講座があり，里子のケアに必要なニーズに応えられるような準備をしている。
英国では里親という職業としての位置づけもあり，キャリア形成プログラムという研修も行っている。

実際に里親が受け取る平均報酬は，年間⚒万～⚓万ポンドを受け取っている。インタビューでも語られ
ていたが，現在の英国における社会的養護の子どもに対する里親委託の体制になるまで⚕～10 年かかっ
ていると語っていた。基本的に法律に基づいて実行している。評価の方法や視点も含めてそこから考え
ている。法律になかったこともあり，それは，エビデンスを取り，政策に影響するように活用すること
で法律を作るような働きかけをしてきた。
〈現在の英国の里親委託の課題〉
里親を探すことに一番苦労しているとのこと。特に精神障害への対応可能なソーシャルワーカーが足

りない状態になっている。その理由としては，トラウマケアを必要とする子どもへの対応が必要な状況
が顕著になってきているからであった。さらに，英国には移民が多く，人種が異なることへの対応やケ
アの必要性も出てきている。英国は，婚外子は少ないため，未だ地方へ行くと里親に対して偏見を持っ
ている人もいる。また，女性だと特にそのような状況に置かれる可能性が高いとのこと。英国でも全般
的に登録をしても里子の委託が必ず全員に来るとは限らないようであった。

視察②から得られたものと課題
里親と里子を支援するため子どもに関するデータシステム作っていること。子どもに過去から現在に
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至るまでどのような人が関わっているのかなどの情報がすぐにわかるようにしていること。子どもに関
わる専門家については，レベル分けされており，インタビュー協力者もソーシャルワーカーとして名乗
るためには，数年間の現場経験を重ねソーシャルワークトレーニングを積まなければならないとのこと。
英国でのソーシャルワークに携わる者には，一定程度の学歴や実務経験を重視し，専門職者としてのス
テータスが作られていることがわかった。さらに，英国は専門職をランク分けしており，明確な位置づ
けと取得資格をランク付けし，実務経験も重視しているという構図となっていた。さらに，子どもに関
する専門的機関が多くあり，子どもを中心にケア，管理，運営，評価，教育という様々な領域から社会
養護におかれた子どもを守る体制が作られている。官民での共同において，役割分担をしながら，高い
専門性を求め続けられている。フォスタリング機関では里親のニーズに合わせて事業展開するなど競争
意識の高さも垣間見えた。共通して，どの機関も一貫して子ども権利を保障し，子どもに最善の利益と
生活を確保することを目標とし状況情勢に合わせながら取り組んでいることがわかった。
また，現在の英国フォスタリング機関における課題を通して，社会的養護の子どものケアのより専門

的な人材や知識を必要としている状況にあることがわかった。特に子どもや親の精神障害に対するケア
とソーシャルワークをどのように進めるかという点がこれから日本でも同様のことが起こることを想定
しておかなければならないと考えられる。
フォスタリング機関については，里親と里子のメンタルヘルスに関してどのようなソーシャルワーク

を展開できるかが大きな課題になると思われる。また，児童相談所とフォスタリング機関において，ソー
シャルワークの展開方法のねじれが起きないようにしなければならない。

Ⅵ．今回の視察を踏まえた課題と展望

視察①では，英国の保育者の待遇の厳しさが明らかとなったことに加え，他職種に比べ取得が容易で
ある一方で，離職者や不足状態が起きているアンバランスさが見受けられた。取得するための要件やレ
ベルで分けられていることは，日本とは異なるものの，待遇や離職者，保育者不足になっている事は同
様である。教育システムの違いもさながら，保育の利用要件，利用時間などの部分も影響しているのか
もしれない。小学校に対する教育的ニーズは聞き取りから伺えたが，その教育内容や制度の部分が保育
とどのような関係性があるかなどの把握は出来ていないため，今後の課題としたい。
待遇の問題については，日本においても同様の状態であることから，就労状況の具体的な中身を把握

することをこれから進めて行く必要がある。また，キャリア形成という視点からも保育者としての将来
的ビジョンを打ち出せるようにしなければならないと感じている。
評価システムについては，今の日本においても実施されるようになってきたが，英国まで厳密なもの

ではなくとも外部評価を受けながら，質と量を担保し，子どもの健やかな育ちを保障できる環境整備が
必要と思われる。また，発達段階の理解なども多岐にわたる考え方や取り組みがなされているだろう。
これからの日本は，多様性を認め，子どもの個を尊重できる環境を確保するためにも文化，価値観に合
わせながら，どのような形態が良いのか考える必要がある。今回の英国の状況を一部鑑みると，昨今，
日本は少子化対策によって，子どもの数を増やす取り組みを進めているが，子育て環境も保育者の状況
も踏まえ，双方のことを他国の保育環境を参考にしながら検討を重ね，どのような方向性がこれからの
社会に求められ必要となるものなのかを考え続けなければならない。
視察②では，精神障害者に対するソーシャルワークの必要性が伺え，特に子どもが精神疾患を抱えた

場合の，ソーシャルワークをどのように展開するかという部分課題と専門性が求められることを改めて
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理解した。基本的にこの領域について，日本では精神保健福祉士(PSW)という専門職が担っている。し
かし，児童福祉の場合は，専門職者としては社会福祉士がその一役を担い，児童相談所の職員が中心と
なっている。仮に精神障害を有している親であっても精神障害の当事者に対する介入は精神保健の知識
を有して接することになるが必ずしも精神保健の鍛錬を積んできた者でないとできないというわけでは
ない。しかし，今回の視察から課題として挙げられていた子どもの精神障害への介入については，その
知識やソーシャルワークを備えた専門職者が乏しいという課題と，担い手の不足がおきていることが考
えられた。このような状態像の子どもは，児童精神の領域に委ねられ，児童精神科医や心理士が主とな
る専門家に託されていることが往々にしてある。医療と心理の領域だけと示したが，そこに福祉の領域
による専門家の存在が乏しいと筆者は感じている。いわゆる，子どもの福祉と精神保健福祉を合わせた
ソーシャルワークを学習する十分な体系が十分とは言い難く，課題が多くあると考えるからである
先ほども述べたが，基本的に社会的養護の子どもの処遇に接するのは，公的機関である児童相談所と

なり，児童福祉司や児童心理司が中心となっている。しかし，その専門職は，専門的な養成や主たる資
格取得をしたことによって担うものではないのが現状である。社会的養護に置かれた子どもは，一般的
な子どもに比べ心理的精神的にも厳しい状況に立たされやすく，またその養育者との関わりも含めた
ソーシャルワークが必要となってくる。さらに，親子でメンタルヘルス課題を抱えている可能性も秘め
ていることから，より専門職者は多岐にわたる知識と経験を有したソーシャルワークが期待され，この
ようなケースを包括的に考える力を持たなればならない。今回の英国視察を通して，社会的養護と子ど
もの精神保健に関する理解と介入について学習する機会，子どもの権利の保障，さらには当事者として
の生きがいや自立を保障できるような仕組みの構築等が，これからの日本の課題として理解できた。今
回得た課題と展望を踏まえて検討を重ねていきたい。
(本調査研究は，2019 年度札幌大谷大学短期大学部特別加算研究費助成を受けて実施)
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